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絵本部会通信  １８号                   2023 年 7 月４日  

 IAECE 第 44 回大会世界の幼児教育  タイ・バンコク編  

2023 年 11 月 23 日(木)絵本部会ワークショップ   

タイ語・英語・日本語であそぶ KAMISHIBAI(仮 )紹介  

担当：山田千明 (共栄大学 )・松本由美 (玉川大学 )・宮地敏子（元洗足学園短大）  

  

 先月 6 月下旬、タイ大会事務局長で、アソシエインターナショナル幼稚園

の最高執行責任者の山本一晴先生に直接お話を聞く機会を宮地は得ました。  

 絵本部会は、今秋のバンコクで開催される学会で、上記のようなタイトル

でワークショップをします。日本ではお馴染の紙芝居は、日本で生まれ、戦

時に不幸な使用がなされた時代を乗り越え 1950 年ごろから平和と命を大切

にする教育紙芝居運動が興り、その後もテレビや ICT の興隆期にも継続を絶

やすことなく独自な子どもの文化として主に育ってきました。  

紙芝居という特製舞台で繰り広げられる、演じ手と観客とが対面で繋がっ

ていく共感のうねりは、国内の枠を超え、今やヨーロッパから南米北米まで

ひろがりをみせています。国境なき医師団や多言語推進団体も、その共感を

生むという力を高く評価し、エイズ予防や多文化理解に活用してきました。  

近年、アジアでも、教育に取り入れ、自国で紙芝居作品を作る動きもベト

ナムなどで出てきています。芸術家が木製の枠を解き放ち、対象年齢からも

自由に、音楽と融合させ、観客と共感を分かち合うような試みもあります。  

 バンコクには多文化理解や多言語教育を標榜する日系幼稚園が十数園あり、

11 月 24 日の現地訪問校の一つである AIKB35 は 2019 年に設立された新しい

幼稚園です。 Web 検索すると、カリキュラムも明示されています。筆者は駐

在員向けの生活便利情報の <幼稚園選びの特集 >というバンコク発信のブログ

も参考に、保護者が多言語による教育を求めるニーズや日本語 4 英語 5 タイ

語１というカリキュラムについても、山本先生に素朴な質問をさせていただ

きました。  

 ワークショップに話を向け、SUSHI と同じように KAMISHIBAI とアルファベ

ット表記そのままで理解される国や場所もある紙芝居ですが、タイではまだ

それほど認知度は高くないようでした。ワークショップに参加するタイの子

どもたちに、異なることばへの関心や「わかる」楽しみを含めて、「おもしろ

い」「ゆたかな」文化体験として伝えられたらという思いをより強めました。 

この企画を実行する絵本部会会員はいずれも保育者養成の授業で、紙芝居

と絵本の異同や、教育実習に備え紙芝居の実践練習なども学生と共に経験し
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てきています。絵本ではアレン・セイの『紙しばいやさん』ほるぷ出版･2007

年刊を授業の導入に使った者もいます。このコルデコット受賞者が伝えてい

る作中の紙芝居は、一寸法師、かぐや姫、花さかじじいという日本の昔話と

いう｟物語｠です。また物語型には、その国や地域のよく知られた昔話ばか

りではなく、例えば宮澤賢治のように個人による創作が紙芝居にされる例が

数多く見られます。  

しかし、今秋のワークショップではこのような物語を演じる紙芝居ではな

く、子どもたちが｟参加｠する「ことばあそび」を対面で楽しむ工夫を模索

します。参加型と言われるタイプの KAMISHIBAI で、子どもがいろいろな言語

の湧き出る舞台の時空が創れたら嬉しいです。  

 演じ手と子どものやりとりが盛り上がる参加型の KAMISHIBAI で、いろい

ろな国で実践され世界の子ども文化財といえるほど、多くの子どもたちが躍

動して参加してきた二つの出し物をタイ大会に持参します。  

〈 EVERYBODY CLAP！ /みんなでポン！〉と〈おおきくおおきくおおきくな

あれ /Grow grow grow bigger！〉です。ご存知の方もたくさんいらっしゃ

ることでしょう。  

 日本語と英語は練習してなんとかなるとして、タイ語はどうしたらよいの

でしょうか。このことも山本先生に直球でお尋ねしました。脚本の丸暗記を

する タイ語訳を吹き込んだテープを持参  タイの子どもさんに先生に

なってもらう    

にこにこ聞いてくださった後の先生のお <応え >は、どのような助言だった

でしょう。〈答え〉でなかった意外な理由は、ワークショップ当日のお楽しみ

とさせて下さい。  

 幼児期に母語と共に、英語はじめいくつかの言語に親しむことを、みなさ

まはどのようにお考えでしょうか。  

 今回バンコクに行く前に、2000 年代初めの『アジアの教科書に見る子ども』

塘利枝子編著ナカニシヤ出版・2005 年刊、『アジアの就学前教育』池田充裕・

山田千明編著明石書店・2006 年刊、『世界の幼児教育・保育改革と学力』明石

書店・2008 年刊など、タイの幼児教育の論考が掲載されている文献を拾い読

みしました。これらの書物から約 20 年経ったタイでの学会となります。  

コロナパンデミック後の可視的な明瞭な比較ができるかのように、街の熱

気また建築ラッシュに圧倒される思いでした。特に繁華街にある日本でも名

の知れた本屋の絵本コーナーの拡充ぶりには驚きました。KAMISHIBAI は見当

たりませんでしたが、通販で申し込むことはできるそうです。ただし 1・5 倍

以上の高額。それでは、この辺で絵本部会ワークショップの途中経過紹介は

こ こ ま で に し て 、 ご 意 見 や お 知 恵 、 さ ら に ご 参 加 情 報 も 絵 本 部 会 事 務 局

（ ymat@lba.tamagawa.ac.jp）へお寄せください。  

お待ちしています。  
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